
事前防災行動に必要な 
情報整理について 
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「情報ニーズ」の整理結果（１） 

ワークショップによる、情報整理の結果について 
 
・情報種類 ： 気象、水防活動、避難所、被害状況、道路、水位  
・情報整理 ： 内容、発信者・保有者、自力入手の可否、共有方法（案） 
 
 

対応の方針（案）について 
 
・既存情報の有効活用 
・情報共有のルール化 （発信・提供のあり方、収集方法の確立） 
 
 

2 

 ワークショップ 
 情報の有効活用や情報共有のルール化の、 
 具体的な手段や方法について 
                ご意見をお聞かせ下さい。 



「情報ニーズ」の整理結果（２） 
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事務局　方針（案） ① 現時点の対応について

グループ名 必要な情報の内容 情報の発信者・保有者 自力入手の可否 共有方法（案） ② 将来的な対応について

意思決定G 台風が過去に例のないくらい強力なものか 気象台 可
気象台発表の「形容詞」に注目(普段と違う!)
台風説明会を活用する

意思決定G 気象予測が変わった時点での即時情報 気象台 可 ナウキャスト(レーダー情報)に注目

意思決定G 土砂系のもう少し細いメッシュ 県、気象台のメッシュ情報

社会基盤G
気象情報他のメールが多い
重要なものがわからない(下水道課)

　情報共有のルール化
　（発信・提供のあり方）

意思決定G
浸水想定地域の現在状況
内水発生の場所・時間・深さ

消防団・消防署・警察
住民通報

不可
コミュニティTLで
住民、収集基幹と予め共有体制を確認しておく
SNSを活用する

　情報共有のルール化
　（収集方法の確立）

事務局　方針（案） ① 現時点の対応について

グループ名 必要な情報の内容 情報の発信者・保有者 自力入手の可否 共有方法（案） ② 将来的な対応について

意思決定G 水防団の巡視結果 水防団 不可

社会基盤G
水防団の活動状況(土岐川出張所)
河川で活動をしている場合

消防署 電話などで確認が出来るものなのか 河川の方に入る場合は連絡をもらえないか

事務局　方針（案） ① 現時点の対応について

グループ名 必要な情報の内容 情報の発信者・保有者 自力入手の可否 共有方法（案） ② 将来的な対応について

意思決定G 避難所開設情報 市(防災?) 不可 開設後すみやかにMLで
　情報共有のルール化
　（発信・提供のあり方）

住民避難G
避難場所開設の場所・時間の情報
避難者数(定時情報)

企画防災課
対応員向け
・市役所へリエゾンを配置する
・市HP掲示板の活用(防災情報)

　情報共有のルール化
　（収集方法の確立）

住民避難G 避難場所の避難状況

住民避難G
・事前に情報提供してほしい
・対応を決めた時点で欲しい

住民避難G 福祉避難所開設されるか？ 福祉課

住民避難G 福祉避難所となる施設の受け入れ可能人数
一般避難所←→福祉避難所
正しい利用の理解が進んでいない

　既存情報の有効活用

事務局　方針（案） ① 現時点の対応について

グループ名 必要な情報の内容 情報の発信者・保有者 自力入手の可否 共有方法（案） ② 将来的な対応について

意思決定G 人的被害の有無(人数) 災対本部 不可 リエゾンの早めの要請

住民避難G
土砂災害箇所
その程度と状況

現地からの報告(被害の有無)のみ
情報提供ルールづくり
どの情報を、どのタイミング、何を使って

住民避難G
床上・床下浸水の地域
数(浸水)

事務局　方針（案） ① 現時点の対応について

グループ名 必要な情報の内容 情報の発信者・保有者 自力入手の可否 共有方法（案） ② 将来的な対応について

住民避難G 道路の冠水、場所・状況

住民避難G
危険箇所情報の共有(市内10数ヶ所)
全面通行止め箇所(工事)の把握

住民避難G アンダーパスの状況

社会基盤G 道路の冠水情報・土砂流出情報(警察) 通行人・目撃者・道路管理者(警察) 自力入手：可、パトロール(警察)

事務局　方針（案） ① 現時点の対応について

グループ名 必要な情報の内容 情報の発信者・保有者 自力入手の可否 共有方法（案） ② 将来的な対応について

社会基盤G
脇之島川部の土岐川水位
インターネット(内部)配信(下水課)

庄内川河川事務所・浄化センター 電話連絡

社会基盤G 脇之島排水機場の外水・内水位（防災)
排水機場と同じようにモニターで確認
できるといい。

社会基盤G 土岐川水位、今後の予測(防災) 庄内川河川事務所
インターネット：可
自治体向けの閲覧：可

住民避難G 上流域の降雨状況と土岐川(避難判断基準点)の水位予測 河川事務所
・最初は一般避難所から
・段階的に設置したい

住民避難G 6時間先までの予測を来年提供できるよう準備中
・福祉避難所との事前協議が必要
(未実施)

　情報共有のルール化
　（収集方法の確立）

　情報共有のルール化
　（発信・提供のあり方）

道路情報

水位情報

　既存情報の有効活用

　情報共有のルール化
　（収集方法の確立）

　情報共有のルール化
　（発信・提供のあり方）

　情報共有のルール化
　（収集方法の確立）

　情報共有のルール化
　（収集方法の確立）

ワークショップによる「情報ニーズ」の整理結果

気象関連情報

水防活動関連

避難所関連

住民向け
・FMpipiの活用
・避難所にパソコン・ラジオを配置する
・防災無線

被害状況関連

情報の種類 
気象、水防活動 
避難所、被害状況 
道路、水位 

情報の整理 
情報の内容 
発信者・保有者 
自力入手の可否 など 

事務局 方針（案） 
既存情報の有効活用 
情報共有のルール化 

ワークショップ 
情報の有効活用や 
情報共有のルール化の、 
 具体的な手段や方法について 
 



必要な情報の整理について 

 多治見市浸水事前防災行動計画（タイムライン）の実効性を高めるため、前回ワーク
ショップの結果について、 

・情報の有効活用や情報共有のルール化の、 
 具体的な手段や方法について 
 ご意見・提案について、ワークショップ形式で確認します。 

ワーク① 「各自」で内容を確認 

ワーク② 「グループ内」で内容を確認 

 （必要に応じて）全体議論・調整 

       発表と全体共有 
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